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本研究では，Windows 8(64bit)の OS 上に Visual Studio Community 2017 の IDE を導入し，C/C++
言語で開発を行った．また，画像処理のために，拡張モジュールである opencv_contrib をコン
パイルし，OpenCV 3.2.0 を導入した．AR の技術を使用するために ARToolKit を導入した．自作






















図 1 アルゴリズムのフローチャート 
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(a) 元の画像       (b) グレースケール画像      (c) 二値化画像 
              図 2  画像取得から二値化処理までの流れ 
 
3.2 データセット 




   
(a) グーの画像        (b) チョキの画像        (c) パーの画像 








る．認識率の計算式を式(1)に示す．（認識率を r，試行回数を n，誤認識数を e とする．） 






グーの場合は 1 回，チョキの場合は 4 回，パーの場合少なくとも 8 回以上カウントされる．試





表 1 に判別結果を示す． 
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5. AR によるオブジェクト生成 
































別結果については，いくつかの誤認識が見られた．図 6 に誤認識時の出力画像を示す．図 6 の
 出力 
相関係数 パターン解析 
グー チョキ パー グー チョキ パー 
 
入力 
グー 40 30 30 30 40 30 
チョキ 20 40 40 0 70 30 
パー 20 30 50 0 20 80 
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